
東京都市計画第一種市街地再開発事業の決定 

都市計画虎ノ門駅前地区第一種市街地再開発事業を次のように決定する。  
 

名        称 虎ノ門駅前地区第一種市街地再開発事業 

施行区域面積 約 0.5ha 

公共施設の 
配置 

及び規模 
道路 

種 別 名   称 規   模 備  考 

幹線街路 

補助線街路第１号線 別に都市計画において定めるとおり 整備済み 

補助線街路第 2号線 別に都市計画において定めるとおり 拡幅 

区画道路 

特別区道 第 86号線 幅員 約 4ｍ  [約 6ｍ]、 延長 約 65ｍ 拡幅 

特別区道 第 1166号線 幅員 約 3ｍ  [約 14ｍ]、延長 約 40ｍ 
拡幅 

地下歩行者通路出入口を整備する。 

建築物の整備 

建築面積 
延べ面積 

［容積対象面積］ 主要用途 建築物の高さの限度 備  考 

約 2,000 ㎡ 
約 45,800㎡ 
[約 38,300㎡] 

事務所、店舗、駐車場 高層部：120ｍ 
建築物の高さは 

T.P.＋7.0mからとする。 

建築敷地の 

整備 

建築敷地面積 整 備 計 画 

約 2,800㎡ 

・銀座線虎ノ門駅の機能拡充や歩行者ネットワークの強化を図るため、地上・地下駅前広場や駅から連絡する地上

出入口等を整備する。 

・地区内外の回遊性の向上を図るため、区道第 1166 号線の沿道に歩道状空地を整備するとともに、外堀通りの沿

道においても開放性の高い歩行空間を整備する。 

参          考 都市再生特別地区及び再開発等促進区を定める地区計画区域内にあり 
 

「施行区域、公共施設の配置、建築物の高さの限度は、計画図表示のとおり」 

理由：土地の合理的かつ健全な土地利用と都市機能の更新を図り､計画的複合市街地の形成を図るため、第一種市街地再開発事業を決定する。 

幅員の[ ]は全幅員を示す。 

参考資料４ 
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東京都市計画第一種市街地再開発事業
虎ノ門駅前地区第一種市街地再開発事業　計画図１ （施行区域図）
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この地図は、東京都と株式会社ミッドマップ東京の共同著作物である平成23年度東京都縮尺1/2,500地形図を利用して作成したものである。無断複写を禁ずる。（承認番号）26都市基交測第200号 （許諾番号）MMT利許第039号－56
この地図は、東京都知事の承認を受けて、東京都縮尺1/2,500の地形図（道路網図）を使用して作成したものである。ただし、計画線は、都市計画道路の計画図から転記したものである。無断複製を禁ず。（承認番号）26都市基街測第185号、平成26年11月17日





 



国家戦略都市計画建築物等整備事業を定める理由書  

 

１  種類・名称  

 東京都市計画第一種市街地再開発事業   

虎ノ門駅前地区第一種市街地再開発事業  

 

２  理由  

国家戦略特別区域に関する区域方針では、東京圏の目標として、２

０２０年開催の東京オリンピック・パラリンピックも視野に、世界で

一番ビジネスのしやすい環境を整備することにより、世界から資金・

人材・企業等を集める国際的ビジネス拠点を形成するとともに、創薬

分野等における起業・イノベーションを通じ、国際競争力のある新事

業を創出することとなっている。  

また、本地区は、特定都市再生緊急整備地域の「東京都心・臨海地

域（環状二号線新橋周辺・赤坂・六本木）」に位置し、地域整備方針

では、業務・商業・文化・交流などの多様な機能の誘導、高度な専門

性 を 有 す る 業 務 支 援 機 能 の 強 化 と と も に 、 都 市 防 災 機 能 の 強 化 、 地

上・地下の重層的な歩行者ネットワークの充実・強化、細分化された

街区の再編による大街区化を図ることとされている。  

さ ら に 、 都 市 再 生 特 別 措 置 法 に 基 づ く 整 備 計 画 で は 、 地 下 鉄 駅 の 新

設・改良 、バス タ ーミナル 、地下 鉄 駅を結ぶ 地下歩 行 者ネット ワーク

等の整備による交通結節機能の強化を図ることとされている。  

 一方、 本地区 は 虎ノ門駅 前の玄 関 口に位置 してお り ながら、 施設の

老朽化が 進んで お り、細分 化され た 敷地に建 築面積 の 小さい建 物が立

地してい るとと も に、地区 内には 狭 隘な道路 も残っ て おり、ま とまっ

たオープ ンスペ ー スの確保 が困難 で あること により 、 良好な都 市環境

の形成と 防災性 の 高い市街 地の形 成 を図る上 で、こ れ らが支障 となっ

ている状況にある。  

このよ うなこ とか ら、銀 座線虎 ノ門 駅の機 能拡充 に資 する地 上・ 地

下の駅前 広場を 整 備すると ともに 、 業務・商 業機能 の 質的高度 化等に

よる国際 的ビジ ネ スセンタ ーとし て の機能強 化やに ぎ わいの創 出、さ

らには虎 ノ門駅 前 の顔づく り等、 多 様な都市 機能を 集 約した魅 力と個

性ある複合市 街地 の形成による 国際 競争力の強化 を実 現していくた め、

第一種市 街地再 開 発事業の 決定に 関 し、国家 戦略都 市 計画建築 物等整

備事業を定めるものである。  


